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今月号の表紙
　長南小学校と長南保育所の給食時間に
撮影させていただきました。
　「給食は好き？」と聞くと、「すきー！」
とみんなが元気に返してくれて、楽しく
給食を食べていました。

議会だより

長南保育所長南保育所

長南小学校長南小学校

おいしく
いただきます！
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令和４年度決算認定のほか、
全ての議案において認定・可決

≪令和４年度一般会計決算≫
町に対して要望事項を付し、

賛成全員で認定

定
例
議
会
・
決
算
特
別
委
員
会

第３回
定例議会

決算特別
委員会

１�　

新
庁
舎
の
建
設
は
終
了
し
た
が
、
町
民
が

使
い
や
す
い
と
感
じ
る
よ
う
、
庁
舎
を
含
め

た
総
合
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
旧
庁
舎

跡
地
利
用
及
び
周
辺
の
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

２�　

巡
回
バ
ス
廃
止
に
よ
る
「
町
民
の
足
」
と

な
る
公
共
交
通
、
特
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

等
の
充
実
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

３�　

観
光
事
業
の
充
実
、
交
流
人
口
の
増
加
を

図
る
た
め
に
も
、
野
見
金
公
園
周
辺
の
整
備

に
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
た
い
。

４�　

住
民
の
健
康
促
進
の
為
、
各
種
健
診
と
予

防
接
種
事
業
に
お
い
て
、
検
診
率
と
接
種
率

の
更
な
る
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

５�　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
利
用
者
の
高
止
ま
り
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
児
童
の
移
動
の
安
全
と
効
率
的
な
保

育
運
営
を
図
る
た
め
、
学
校
施
設
の
活
用
を

早
期
に
検
討
さ
れ
た
い
。

６�　
気
候
変
動
に
対
応
し
て
運
動
等
の
活
動
が

安
全
に
で
き
る
よ
う
、
小
中
学
校
の
体
育
館

等
に
空
調
施
設
の
整
備
を
検
討
さ
れ
た
い
。

令和 5年第 3回定例議会は、9月 5日に招集
され、13日までの 9日間の会期で開きました。
この議会では、令和 4年度各会計の決算認定

をはじめ、条例の制定2件、条例の一部改正3件、
補正予算 3件の計 15 議案のほか、議員発議 1
件について審議しました。
令和 4年度一般会計決算認定においては、内

容が複雑多岐にわたるため、議長を除く 9名の
議員全員で決算特別委員会を設置し、審査を行
いました。
審査の結果、全ての議案において、原案のと

おり認定・可決しました。
また、一般質問は７人の議員が行いました。

（５ページから掲載）

委員長に板倉正勝議員、副委員長に加藤喜男議員を選出しました。審査の結果、
下記の要望事項を付して、賛成全員をもって認定すべきものと決定しました。

令和４年度一般会計決算認定の流れ

町長からの決算書の提出

本会議
・決算特別委員会へ付託

本会議
・決算特別委員会委員長報告
・質疑・討論 ⇨ 議案採決

決算特別委員会
・質疑・討論 ⇨ 議案採決

決
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
要
望
事
項

1
～
3　
総
務
経
済
関
連

4
～
6　
教
育
民
生
関
連
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定
例
議
会
・
決
算
特
別
委
員
会

令和５年長南町議会第３回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

認　定
第１号

令和４年度長南町一般会計歳
入歳出決算認定について

歳入総額　66億1,337万 4,739円
歳出総額　62億2,099万 5,207円

認　定
賛 (9)
否 (0)

認　定
第２号

令和４年度長南町国民健康保
険特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入総額　11億5,907万 4,157円
歳出総額　11億    944万 6,992円

認　定
賛 (9)
否 (0)

認　定
第３号

令和４年度長南町後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算認
定について

歳入総額　  1億 3,374万 2,082円
歳出総額　  1億 3,259万 1,381円

認　定
賛 (9)
否 (0)

認　定
第４号

令和４年度長南町介護保険特
別会計歳入歳出決算認定につ
いて

歳入総額　11億2,458万 7,726円
歳出総額　10億4,290万 9,308円

認　定
賛 (9)
否 (0)

認　定
第５号

令和４年度長南町笠森霊園事
業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入総額　    　 8,663万 2,611円
歳出総額　    　 7,063万 4,884円

認　定
賛 (9)
否 (0)

認　定
第６号

令和４年度長南町農業集落排
水事業特別会計歳入歳出決算
認定について

歳入総額　  2億 4,186万 5,438円
歳出総額　  2億 3,786万 5,431円

認　定
賛 (9)
否 (0)

認　定
第７号

令和４年度長南町ガス事業会
計利益の処分及び決算認定に
ついて

事業収益　  6億    696万    177円
事業費用　  6億 1,147万 4,265円

認　定
賛 (9)
否 (0)

議　案
第１号

長南町農業集落排水事業の設
置等に関する条例の制定につ
いて

総務省からの通知により、公営企業法を適用し、
企業会計への移行が要請されていることから、令
和6年4月から実施するため、新たに条例を制定
しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第２号

長南町印鑑条例の一部を改正
する条例の制定について

移動端末設備搭載の電子証明書を利用して、コン
ビニエンスストア等で印鑑登録証明書の交付を受
けることができる規定の追加等を行うため、条例
の一部を改正しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第３号

長南町保育料条例の一部を改
正する条例の制定について

保育料に対する口座振替の依頼方法を変更するこ
とに伴い、納付期限を「毎月13日」から「毎月末日」
に改める必要が生じるため、条例の一部を改正し
ようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第４号

長南町特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

「第１３次一括法（地方自治体の業務効率化等を図
るため、関係法律をまとめて改正するもの）」が令
和5年6月16日に公布されたことに伴い、本条
例の引用条文に項ズレが生じることから、条例の
一部を改正しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

※ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。現在の在職議員10名（議員定数10名）
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定
例
議
会
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

「議会改革特別委員会」の設置が
決まりました

令和５年第３回定例議会において、議員発議提案
により、議会改革に関する「特別委員会」を議員全
員の賛成で設置しました。
これは、少数精鋭で、二元代表制と合議制議会の
もと民意を反映し、議会力を高め、少子高齢化・人
口減少の中、住民の福祉向上と民主政治の発展に寄
与すること。
合わせて、情報公開や透明性の向上を図り、開か
れた議会・議会改革推進に向けて、議会改革に関す
る調査・研究を進めるために設置したものです。
長南町議会は、地方議会の役割及び議員の職務の
遵守・実践と意識改革を進め、将来に向けたまちづ
くりの課題を、的確に把握し活動します。
そして、町民の意見を聴取するとともに、議会運
営について町民に説明し、町民に必要とされる議会
を目指します。

議会改革特別委員会委員

◎委員長　○副委員長

◎河　野　康二郎　　◯森　川　剛　典
加　藤　喜　男　　　板　倉　正　勝
松　野　唱　平　　　御園生　　　明
岩　瀬　康　陽　　　宮　﨑　裕　一
鈴　木　ゆきこ　　　太　田　久　之

令和５年長南町議会第３回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第５号

令和５年度長南町一般会計補
正予算（第３号）について

歳入歳出それぞれ、1億2,888万6千円を追加し、
予算総額を49億7,338万 4千円にするもの
（物価高騰対応地域応援券事業，新型コロナウイル
スワクチン接種事業，舗装修繕・道路維持工事に
要する経費　他）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第６号

令和５年度長南町介護保険特
別会計補正予算（第１号）に
ついて

歳入歳出それぞれ、2,665 万 1 千円を追加し、
予算総額を11億265万 1千円にするもの
（前年度に超過交付を受けた支払基金交付金の返還
金，一般会計への繰出金　他）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第７号

令和５年度長南町農業集落排
水事業特別会計補正予算（第
１号）について

歳入歳出それぞれ、47万 4千円を追加し、予算
総額を2億2,727万 4千円にするもの
（職員人件費）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第８号

令和５年台風第１３号の接近
に伴う大雨による被害者に対
する町税の減免に関する条例
の制定について

令和5年台風第13号被害に対する、町税の減免
制度を規定するため、条例の制定をしようとする
もの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

発　議
第１号

特別委員会の設置について（議
会改革特別委員会）

議会の情報公開・透明性の向上を図り、開かれた
議会づくりに向けて、議会改革に関する調査・研
究を進める特別委員会を設置しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

※ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。現在の在職議員10名（議員定数10名）
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿をそのまま掲載しています。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の２日目及び３日目に一般質問が行われ、７人の議員が町政について質問しました。
件名について掲載いたします。
なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が質問や提言を行うもので、制限時間は１人
につき１時間です。

７人の議員が一般質問を行う

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

鈴木 ゆきこ　議員
　□ 外国人の対応について
　□ 災害時に外国人に対しての対応について
　□ 外国人のごみの出し方について
　□ 帯状疱疹ワクチン接種費用の公費助成について
　★ 草刈り対策について
河野 康二郎　議員
　□ なぜ 法改正（男性職員の育児休業制度について）
　□ 性別を問わず育休を取る時代に
　□ 犯罪被害者支援アンケートの回答は　□ 自治体の責務として条例制定を
太田 久之　議員
　□ 第２期長南町教育振興計画について
　□ 各種学力調査結果について　　★教職員の働き方改革について
　□ 特色ある学校づくり　　　　　★放課後児童クラブについて
板倉 正勝　議員
　□ 地元消防団について
　□ 出動手当について　　　　　　□ 社会福祉協議会について
　□ 常備と非常備の役割について　★ ドローンによる空中散布について
宮﨑 裕一　議員
　□ ふるさと納税の返礼品の内訳について
　□ 寄付をどの様な事業に使用しているのか
　□ ふるさと納税を拡大する施策は　　
　□ スケートパーク長南の現状は
　□ 近隣住人からの騒音に対する苦情について
　★ 長南フェスティバル及び農林業祭りについて
加藤 喜男　議員
　□ 原料ガス購入価格の動きは
　□ ガス料金の支払い状況は
　□ オーガニック農法計画の進捗状況は　　　★小中学校について
　□ 西部工業団地計画跡地に刑務所の誘致を　★町の運動施設について
森川 剛典　議員
　□ 農産物等の直売所は
　□ 長南産の食材を　　　　　　　　　 □ 生活文化の映像等の
　□ デマンドタクシーの利用改善は　　　　　　　保存・活用について

P9

P10

P11

P12

P7

P8

P6

一
般
質
問

?
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外
国
人
の
ご
み
の
出

し
方
に
つ
い
て

災
害
時
に
外
国
人
に

対
し
て
の
対
応
に
つ

い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
公
費
助

成
に
つ
い
て

英
語
版
の
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
が
あ
り
ま
す

災
害
時
の
情
報
周
知

国
の
動
向
や
県
内
の

状
況
を
注
視
し
な
が

ら
検
討

外国人の対応について
町ホームぺージで多言語化に対応

令
和
５
年
７
月

末
現
在
で
66
人
の

外
国
人
が
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
税
務
住
民
課

長
の
答
弁
で
確
認
で
き
ま

し
た
。

広
報
誌
が
届
か
な
い
方

や
広
報
誌
の
多
言
語
化
へ

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

災
害
が
起
き
た

時
に
日
本
語
の
わ

か
ら
な
い
外
国
人
に
対
し

て
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

ご
み
の
出
し
方

が
わ
か
る
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

帯
状
疱
疹
に
か

か
り
、
痛
み
が
残

る
の
が
「
帯
状
疱
疹
後
神

経
痛
（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）」
で
す
。

発
症
率
の
高
く
な
る
50
歳

以
上
の
人
数
と
、
近
隣
市

町
村
で
の
助
成
の
状
況
、

そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

公
費
助
成
で
受
け
ら
れ
な

い
か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

広
報
誌
に
つ
い
て
、
区

に
加
入
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
申
し
出
に
よ
り
直

送
の
対
応
を
し
て
お
り
ま

す
。
広
報
誌
の
多
言
語
化

に
つ
い
て
は
、
現
在
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
多
言

災
害
時
に
は
、「
防
災

無
線
や
多
言
語
化
し
た
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
町
公
式

ラ
イ
ン
の
活
用
」
を
し
、

避
難
所
開
設
な
ど
を
周
知

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
防

災
無
線
に
連
動
し
た
緊
急

情
報
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
の
英
語
版
が
あ

り
、
要
望
に
応
じ
て
配
布

を
し
て
い
ま
す
。

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
日

本
語
版
や
英
語
版
と
も
、

イ
ラ
ス
ト
を
用
い
た
平
易

な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

ほ
か
の
言
語
を
母
国
語
と

す
る
方
た
ち
に
も
馴
染
み

や
す
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

令
和
５
年
７
月
末
現
在

４
，
８
４
２
人
が
50
歳
以

上
で
す
。
近
隣
の
い
す
み

市
で
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
不
活
性
ワ
ク
チ
ン
の「
シ

ン
グ
リ
ッ
ク
ス
」
の
接
種

費
用
の
２
分
の
１
を
助
成

し
て
お
り
、
接
種
１
回
に

つ
き
１
万
円
を
上
限
と
し

議員鈴木ゆきこ

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

語
化
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
担
当
課
に
て
転

入
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
多
言
語
化
の
案
内
を
し

て
い
き
ま
す
。

総
務
課
長

総
務
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

て
１
人
２
回
ま
で
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
長
生
村
で
は
、

本
年
度
か
ら「
シ
ン
グ
リ
ッ

ク
ス
」
は
１
回
１
万
円
を

上
限
に
２
回
、
生
ワ
ク
チ

ン
の
「
ビ
ケ
ン
」
は
、
４
，

０
０
０
円
を
上
限
に
１
回

助
成
し
て
い
ま
す
。

公
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
国
の
動
向

や
県
内
の
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



（7） ちょうなんちょうなん 議 会 だ よ り 第185号
令和５年11月発行

加藤喜男

なぜ　法改正
共に仕事も育児も担える社会を

男
性
職
員
の
育

児
休
業
制
度
に
つ

い
て
、
な
ぜ
法
改
正
が
必

要
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

県
内
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
へ
の
、
回

答
を
伺
い
ま
す
。

被
害
者
等
の
時

間
的
・
精
神
的
な

側
面
に
寄
り
添
う
支
援
条

例
を
制
定
す
る
意
義
な
ど

か
ら
、
条
例
制
定
が
必
要

と
考
え
る
が
、
執
行
部
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

自
治
体
の
責
務
と
し
て

犯
罪
被
害
者
等
に
寄
り
添

う
こ
と
、
そ
の
役
割
を
担

う
職
員
の
自
覚
と
誇
り
へ

の
動
機
付
け
と
な
る
こ
と

な
ど
の
条
例
制
定
の
目
的

を
持
ち
、
県
や
犯
罪
被
害

者
支
援
関
係
者
と
の
意
見

交
換
に
臨
む
こ
と
を
提
言

し
ま
す
。

国
は
、
親
子
関

係
、
家
族
関
係
、

職
場
環
境
改
善
、そ
し
て
、

女
性
活
躍
推
進
、
少
子
化

対
策
に
効
果
を
も
た
ら
す

と
し
て
、「
育
休
が
社
会

を
変
え
る
、
日
本
を
変
え

る
」
な
ど
と
育
休
へ
の
参

画
を
呼
び
か
け
、
子
が
産

ま
れ
た
全
て
の
男
性
職
員

が
１
か
月
以
上
を
目
途
に

取
得
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
む
と
し
て
い
ま
す
。

女
は
家
庭
を
守
り
、
男

は
外
で
働
く
と
い
っ
た
固

定
観
念
や
性
別
役
割
分
担

意
識
を
克
服
す
る
個
別
対

策
と
働
き
方
改
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
男
性
職

員
の
「
育
児
休
業
当
た
り

前
」
に
舵
を
取
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

問

問

問

問

男
性
職
員
の
育
児
休
業

制
度
は
、
男
性
・
女
性
が

共
に
仕
事
も
育
児
も
担
え

る
社
会
に
し
て
い
く
制
度

で
す
。

家
事
・
育
児
の
負
担
が

女
性
に
偏
ら
な
い
よ
う
、

夫
婦
が
相
互
に
協
力
し
な

が
ら
子
育
て
が
で
き
る
職

場
環
境
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
、
こ

ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強

化
と
し
て
制
度
改
正
を

行
っ
た
も
の
と
認
識
し
て

国
は
、
少
子
化
対
策
の

実
現
の
た
め
に
、「
男
性

育
休
は
当
た
り
前
と
す
る

社
会
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
男
性
の
育
児

休
業
に
つ
い
て
の
職
場
全

体
の
意
識
改
革
や
、
雰
囲

気
作
り
の
醸
成
に
努
め
ま

す
。男

性
・
女
性
が
仕
事
と

育
児
の
両
立
を
す
る
た
め

に
、
夫
婦
が
協
力
し
子
育

て
し
、
そ
れ
を
職
場
が
応

援
す
る
と
い
っ
た
、
育
児

休
業
を
取
得
し
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
を
進
め
、

国
の
施
策
に
沿
っ
た
取
組

に
努
め
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
を

推
進
す
る
た
め
に
は
条
例

制
定
が
必
要
で
す
が
、
県

の
助
言
や
意
見
を
伺
い
、

制
度
を
構
築
し
た
い
考
え

で
あ
る
た
め
、
時
期
は
未

定
と
回
答
し
ま
し
た
。

社
会
全
体
で
犯
罪
被
害

議員河野康二郎

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

犯
罪
被
害
者
支
援
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は

自
治
体
の
責
務
と
し

て
条
例
制
定
を

性
別
を
問
わ
ず
育
休

を
取
る
時
代
に

国
の
施
策
に
沿
っ
た

取
り
組
み
で

制
定
予
定
あ
り
、
時

期
未
定

意
見
交
換
を
踏
ま
え

支
援
の
構
築
を

お
わ
り
に

い
ま
す
。

者
等
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
情

報
の
提
供
や
、
専
門
的
機

関
と
の
連
携
な
ど
、
住
民

に
一
番
身
近
な
窓
口
と
し

て
、
寄
り
添
っ
た
相
談
支

援
に
努
め
る
こ
と
が
役
割

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
職
員
や
犯
罪
被
害
者

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
の
意
見
交
換
を
踏
ま

え
、
支
援
体
制
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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各
種
学
力
調
査
結
果

に
つ
い
て

故
郷
学
習
「
郷
育
」

は
象
徴

学
力
の
把
握
と
指
導

改
善
に
活
用

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

「
子
供
た
ち
の

自
己
肯
定
感
を

育
み
、
将
来
へ
の
希
望
、

そ
し
て
物
事
に
取
り
組
む

意
欲
を
持
た
せ
る
取
り
組

み
」
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
か
伺
い

ま
す
。

能
力
が
実
際
に

獲
得
で
き
て
い
る

か
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

把
握
す
る
の
か
。
あ
わ
せ

て
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え

で
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

「
特
色
あ
る
学

校
教
育
の
推
進
と

教
育
力
の
向
上
」
に
は
、

地
域
の
特
徴
や
各
学
校
の

特
色
を
活
か
し
た
幼
保
・

小
中
一
貫
教
育
を
通
し
て

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
す
る
の
か
を
伺

い
ま
す
。

問

問

問

多
く
の
人
と
交
流
し
、

新
た
な
体
験
が
で
き
る
環

境
を
設
け
る
た
め
に
、
学

校
で
は
地
域
の
多
く
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、
故

郷
学
習
や
地
域
学
校
協
働

活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。子

供
た
ち
に
と
っ
て

は
、
身
近
な
先
生
や
大
人

が
存
在
す
る
こ
と
が
重
要

全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
と
千
葉
県
標
準
学
力
検

査
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

前
者
は
全
国
や
県
と
比

較
し
な
が
ら
学
校
、学
級
、

個
人
の
良
い
点
や
改
善
す

べ
き
点
が
把
握
で
き
る
の

で
、
そ
れ
に
基
づ
き
授
業

子
供
た
ち
の
活
動
で

は
、
中
学
校
の
文
化
祭
・

合
唱
の
練
習
・
中
間
発
表

を
小
学
生
が
見
学
し
た

り
、
吹
奏
楽
の
演
奏
会
を

休
み
時
間
に
行
い
、児
童・

生
徒
が
一
緒
に
聴
く
な

ど
、
校
舎
が
同
一
敷
地
に

あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
課
時
刻
の
す

り
合
わ
せ
を
行
い
、
休
み

太田久之 議員

第２期長南町
教育振興計画について

より多くの人との交流

で
あ
り
、
多
く
の
方
々
が

子
供
た
ち
の
身
近
な
存
在

と
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

改
善
や
学
校
経
営
目
標
及

び
具
体
策
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

後
者
は
県
と
比
較
し
な

が
ら
１
年
間
の
学
習
、
指

導
の
評
価
に
利
用
し
、
復

習
等
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
毎
年
行
っ
て

い
る
の
で
経
年
の
評
価
へ

の
利
用
、
個
人
の
学
力
の

把
握
及
び
指
導
の
改
善
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

両
者
と
も
町
の
教
育
振

興
計
画
に
お
い
て
そ
の
数

値
を
目
標
値
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

時
間
に
一
緒
に
遊
ぶ
姿
も

見
ら
れ
ま
す
。
園
児
に
つ

い
て
は
、
学
校
を
会
場
と

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。職

員
の
活
動
と
し
て

は
、
中
学
校
教
員
に
よ
る

小
学
校
と
の
兼
務
や
町
の

教
育
研
究
協
議
会
で
の
共

同
研
究
活
動
な
ど
の
交
流

も
図
っ
て
い
ま
す
。

幼
・
保
・
小
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
園
長
先
生
、

所
長
先
生
に
学
校
運
営
協

議
会
の
委
員
と
し
て
一
貫

教
育
の
理
念
や
状
況
を
把

握
し
、
更
に
ご
意
見
を
頂

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
園

児
や
児
童
の
情
報
交
換
を

行
い
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
を
図
っ
て
い
ま

す
。
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町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

総
務
課
長

総
務
課
長

常
備
と
非
常
備
の
役

割
に
つ
い
て

退
職
給
付
引
当
金
は

２
人
分
を
計
上

考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る

管
理
者
会
議
等
で
議

論
し
て
い
く

社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て

出
動
手
当
に
つ
い
て

加藤喜男

佐坪地区火災の町当局の対応は
重機手配をして消火活動にあたりました

８
月
３
日
午
後

か
ら
５
日
午
前
中

に
か
け
て
の
佐
坪
地
区
の

火
災
に
つ
い
て
、
町
当
局

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
出
火
か
ら
鎮
火

ま
で
の
職
員
の
常
駐
は
で

き
て
い
た
か
、
対
応
に
お

い
て
も
、
対
応
で
き
な
い

職
員
が
た
だ
来
て
見
て
い

る
だ
け
で
、
課
長
や
副
町

長
へ
の
連
絡
体
制
な
ど
が

で
き
て
い
た
の
か
伺
い
ま

す
。

現
在
、
消
防
団

で
は
火
災
出
動
１

箇
所
あ
た
り
３
千
円
か
ら

１
千
円
で
あ
り
、
国
の
基

準
で
は
１
回
８
千
円
で

す
。
出
動
手
当
の
見
直
し

や
今
回
の
よ
う
な
火
災
の

場
合
の
特
例
な
ど
を
広
域

の
方
へ
協
議
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

今
回
の
火
災
で

２
、３
日
ず
っ
と

出
動
し
て
い
る
団
員
も
居

る
中
で
、
今
後
の
常
備
消

防
（
消
防
署
）
と
非
常
備

消
防
（
消
防
団
）
の
対
応

時
間
帯
の
線
引
き
な
ど
を

伺
い
ま
す
。退

職
金
及
び
給

与
等
の
支
払
い
、

寄
付
金
及
び
補
助
金
に
つ

問

問

問問

町
職
員
の
現
場
で
の
対

応
は
、
消
防
車
の
交
通
誘

導
、
水
利
待
機
者
や
放
水

人
員
な
ど
の
配
置
の
調

整
、
車
両
の
燃
料
確
保
、

出
動
手
当
に
つ
い
て

は
、
国
の
基
準
に
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
も
必
要
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

管
理
者
会
議
等
で
議
論
し

て
ま
い
り
ま
す
。

常
備
消
防
と
非
常
備
消

防
の
活
動
の
区
分
け
は
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
稀
に

み
る
大
規
模
火
災
で
し
た

の
で
、こ
の
火
災
を
機
に
、

も
う
一
度
双
方
の
活
動
に

つ
い
て
、
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

退
職
給
付
引
当
金
の
総

額
は
２
，
０
９
０
万
２
千

円
で
、
令
和
４
年
度
末
時

点
で
２
人
分
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

中
の
退
職
者
は
２
人
で
、

給
与
月
額
等
は
差
し
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
勤
続
年
数
に
つ
い
て

は
、
１
人
は
４
ヶ
月
、
１

人
は
26
年
で
す
。

令
和
４
年
度
の
町
民
の

方
か
ら
の
寄
付
は
、
１
件

で
８
５
８
円
、
一
般
会
費

と
し
て
２
４
７
万
７
千
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
の
種
類
は
町
か

ら
の
補
助
金
の
他
に
２
種

類
あ
り
ま
す
。
通
帳
は
普

通
預
金
12
冊
、
定
期
預
金

２
冊
あ
り
、
事
務
局
長
の

管
理
の
も
と
、
各
担
当
が

出
し
入
れ
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

議員板倉正勝
活
動
人
員
の
確
認
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

重
機
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
広
域
消
防
か
ら
使
用

の
協
議
が
あ
り
、
町
建
設

業
組
合
長
へ
手
配
の
依
頼

を
し
て
、
消
火
活
動
に
あ

た
り
ま
し
た
。

火
災
発
生
時
の
消
防
担

当
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

は
、火
災
現
場
へ
急
行
し
、

広
域
消
防
と
段
取
を
取

り
、
消
防
団
の
出
動
を
要

請
し
て
、
鎮
火
ま
で
現
場

に
常
駐
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

今
回
の
火
災
で
職
員
は

３
日
～
４
日
夜
７
時
半
ま

で
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
降
か
ら
５
日
朝
８
時
ま

で
は
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し

か
し
、
現
場
で
対
応

が
必
要
に
な
っ
た
と
き

は
、連
絡
体
制
を
整
え
て
、

対
応
し
て
い
ま
し
た
。

い
て
伺
い
ま
す
。

福
祉
課
長

福
祉
課
長
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ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
長

南
の
現
状
は

ふ
る
さ
と
納
税
を
拡

大
す
る
施
策
は

近
隣
住
人
か
ら
の
騒

音
に
対
す
る
苦
情
に

つ
い
て

寄
付
を
ど
の
様
な
事

業
に
使
用
し
て
い
る

の
か

状
況
を
確
認
し
、
対

策
等
を
進
め
る

翌
年
度
以
降
の
財
源

と
し
て
活
用

多
く
の
納
税
サ
イ
ト
か
ら
納

税
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

青
少
年
の
健
全
育
成
や
交
流
人

口
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

宮﨑裕一 議員

ふるさと納税の
返礼品の内訳について

ゴルフ場プレー券、利用券が40%を占めている

ふ
る
さ
と
納
税

は
応
援
し
た
い
地

域
へ
力
に
な
れ
る
制
度
で

あ
り
、
本
町
に
も
令
和
２

年
１
，
５
０
６
万
円
、
令

和
３
年
１
，２
７
４
万
円
、

令
和
４
年
２
，
１
７
３
万

円
の
寄
付
を
頂
い
て
い
ま

す
。寄

付
に
対
す
る
返
礼
品

の
内
訳
を
伺
い
ま
す
。

納
税
さ
れ
た
寄

付
金
の
使
い
道
と

し
て
、
本
町
で
は
東
京
家

政
大
学
と
の
交
流
事
業
を

始
め
、
８
事
業
に
活
用
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、
令

和
４
年
に
頂
い
た
寄
付
の

使
い
道
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

寄
付
額
に
つ
い

て
各
町
村
の
寄
付

額
を
調
査
し
ま
し
た
が
、

各
町
村
で
は
、
億
単
位
の

寄
付
額
で
あ
り
、
納
税
サ

イ
ト
も
複
数
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
利
用
し
寄
付
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
柄
町
で
は
、

体
験
型
の
返
礼
品
な
ど
も

多
く
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
本
町
は
ど
の
様
に
拡

大
に
取
り
組
む
の
か
伺
い

ま
す
。

開
設
の
目
的
と

し
て
、「
青
少
年

の
健
全
育
成
・
地
域
の
活

性
化
・
交
流
人
口
の
増
加
」

を
掲
げ
て
開
設
し
ま
し
た

が
、
現
在
ま
で
の
交
流
人

口
な
ど
当
初
の
目
的
が
達

成
で
き
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

風
の
向
き
や
、

聞
こ
え
方
に
よ
り

音
量
に
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。
騒
音
だ
と
感
じ
る

方
が
い
る
限
り
、
町
と
し

て
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と

思
い
ま
す
が
考
え
を
伺
い

ま
す
。

問

問

問

問

問

直
近
３
ヶ
年
の
傾
向
で

は
上
位
か
ら
、
ゴ
ル
フ
場

プ
レ
ー
券
、
利
用
券
、
次

い
で
、お
米
、テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
、
ピ
ッ
ツ
ァ
、
そ
の
他

と
な
っ
て
い
ま
す
。

寄
付
を
頂
い
た
後
に
、

即
座
に
個
別
具
体
的
な
事

業
に
活
用
す
る
形
で
は
な

く
、
寄
付
を
財
政
調
整
基

金
に
積
ま
せ
て
頂
い
た
中

で
、
町
全
体
の
事
務
事
業

を
勘
案
し
、
事
業
の
優
先

性
や
必
要
性
、
緊
急
性
な

ど
を
考
慮
し
翌
年
度
以
降

の
財
源
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
納
税
サ
イ

ト
か
ら
本
町
に
納
税
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
納
税
者
が
本
町
に
魅

力
を
感
じ
、
町
を
応
援
す

る
為
に
、
選
ん
で
頂
け
る

よ
う
な
返
礼
品
を
発
掘

令
和
５
年
７
月
以
降
の

苦
情
等
に
つ
い
て
は
、
何

ら
か
の
検
討
・
対
策
を
お

願
い
し
た
い
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
状
況
を
確

認
し
、
対
策
等
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

令
和
５
年
７
、８
月
の

使
用
者
数
は
１
，
０
３
６

人
と
な
っ
て
お
り
、
当
初

計
画
し
て
い
た
使
用
者
数

１
，
４
５
０
人
の
７
割
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
用
者
数
の
う

ち
高
校
生
以
下
が
６
１
１

人
、
使
用
者
数
の
59
％
、

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

な
が
る
よ
う
今
後
も
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

町
外
の
使
用
者
数
は

７
９
９
人
、
使
用
者
数
の

77
％
と
な
っ
て
お
り
、
青

少
年
の
健
全
育
成
や
交
流

人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ガ
ス
料
金
の
支
払
い

状
況
は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
法

計
画
の
進
捗
状
況
は

ご
意
見
と
し
て
伺
っ
て
お
き
ま
す

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

供
給
停
止
は
６
件

副副    

町町    

長長

（
ガ
ス
課
長
事
務
取
扱
）

（
ガ
ス
課
長
事
務
取
扱
）

副副    

町町    
長長

（
ガ
ス
課
長
事
務
取
扱
）

（
ガ
ス
課
長
事
務
取
扱
）

加藤喜男 議員

原料ガス購入価格の動きは
担当者レベルでの話はある

町
営
ガ
ス
の
ガ

ス
料
金
に
つ
い
て

は
、
安
い
料
金
で
あ
る
こ

と
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。天

然
ガ
ス
は
地
中
に
あ

る
資
源
で
無
料
で
す
が
、

こ
れ
を
採
掘
す
る
に
は
コ

ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
原

料
ガ
ス
事
業
者
と
し
て
は

昨
今
の
電
気
料
金
も
大
幅

な
上
昇
に
よ
り
、
原
料
ガ

ス
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い

て
の
要
望
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で

す
。現

在
本
町
で
は
、
関
東

天
然
瓦
斯
開
発
株
式
会
社

と
株
式
会
社
合
同
資
源
か

ら
購
入
し
て
い
ま
す
が
、

原
料
ガ
ス
の
価
格
に
つ
い

て
動
き
が
あ
る
か
伺
い
ま

ガ
ス
料
金
の
未

払
い
状
況
と
未
納

者
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

水
沼
地
先
に
約

１
０
０
億
円
の
資

金
で
、
有
機
農
法
に
よ
る

野
菜
な
ど
を
つ
く
る
計
画

が
約
４
年
前
に
示
さ
れ
、

町
で
は
議
会
や
、
町
民
を

集
め
説
明
会
を
し
て
い
ま

す
。私

は
当
初
よ
り
、
こ
の

事
業
は
採
算
が
取
れ
る
の

か
？
山
の
凹
地
に
産
業
廃

棄
物
の
よ
う
な
も
の
を
埋

め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
？
な
ど
、
こ
の
計
画
に

全
国
に
は
様
々

な
種
類
の
刑
務
所

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全

国
の
自
治
体
の
中
に
は
刑

務
所
の
誘
致
を
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る
よ

う
で
す
。
今
頃
か
ら
と
い

う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
刑
務
所
も
古
く
な

れ
ば
移
設
や
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
の
様
々
な
話
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。そ

こ
で
、
刑
務
所
を
誘

致
し
て
は
ど
う
か
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

令
和
４
年
第
４
回
の
定

例
議
会
で
も
質
問
を
い
た

だ
き
、
大
き
な
進
展
は
な

い
と
お
答
え
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
現
在
も
特
に

変
化
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
年
度
に
入
り
社
長
が

来
庁
し
資
金
繰
り
の
話
を

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
決
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事

業
が
進
め
ば
町
の
利
益
に

つ
な
が
る
と
の
思
い
で
協

議
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
土
地
を
活

用
し
た
い
と
い
う
他
の
企

業
は
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
事
業
が
う
ま
く
進
ん

で
い
く
か
見
守
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

刑
務
所
の
誘
致
と
い
う

こ
と
を
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、

加
藤
議
員
の
提
案
の
意
図

と
す
る
と
こ
ろ
が
分
か
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
意
見
と

し
て
伺
っ
て
お
き
ま
す
。

原
料
ガ
ス
事
業
者
の
動

き
で
す
が
、
原
料
メ
ー

カ
ー
１
社
か
ら
価
格
改
定

の
お
願
い
と
い
う
形
で
、

担
当
者
レ
ベ
ル
で
の
話
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ガ
ス
料
金
の
未
納
者
に

は
督
促
状
を
随
時
発
送
し

て
い
ま
す
。
通
知
や
連
絡

を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
額
の
支
払
い
や
分

割
で
の
協
議
に
応
じ
な
い

す
。

場
合
は
、
最
終
的
に
未
納

期
間
が
１
か
月
程
度
で

あ
っ
て
も
、
供
給
停
止
の

手
続
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
実
績
と
し
て

は
、
６
月
に
１
回
目
の
督

促
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
長
南
町
・
睦
沢
町

合
わ
せ
１
３
４
名
の
需
要

家
に
督
促
状
を
送
付
し
、

供
給
停
止
に
至
っ
た
の
は

６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

疑
問
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

西
部
工
業
団
地
計
画
跡

地
に
刑
務
所
の
誘
致
を
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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
利
用
改
善
は

生
活
文
化
の
映
像
等

の
保
存
・
活
用
に
つ

い
て

公
開
す
る
方
向
で
考

え
た
い

自
信
や
誇
り
に
つ
な

が
る

長
南
産
の
食
材
を

改
善
に
努
め
て
い
ま
す

教
育
長

教
育
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

森川剛典 議員

農産物等の直売所は
地域コミュニティ機能を備えた施設に

農
業
振
興
に
関

わ
る
農
産
物
直
売

所
の
開
設
に
向
け
た
進
行

状
況
を
伺
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
長

南
産
の
食
材
を

使
っ
て
い
く
と
い
う
姿
勢

巡
回
バ
ス
廃
止

に
伴
う
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
利
用
改
善
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
運
行
時
間
の
拡
大
に

つ
い
て
、
②
土
日
の
運
行

は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
③

生
活
文
化
な

ど
、
形
の
な
い
も

の
は
写
真
や
映
像
等
で
保

存
し
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
生
活
文
化
ア
ー
カ
イ

ブ
と
し
て
多
く
の
人
が
閲

覧
・
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

問問

問

問

直
売
所
は
農
産
物
だ
け

で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
を
備
え
た
施
設

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
農
業
、
商
業
、
製
造

業
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
か
ら

は
、
お
米
は
長
南
産
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
１
０
０
％
に
な

り
、
長
南
町
産
農
産
物
の

使
用
割
合
は
６・
３
％
か

ら
12
・
３
％
と
６
ポ
イ
ン

ト
上
が
り
ま
し
た
。

長
南
町
産
農
産
物
の
使

用
に
つ
き
ま
し
て
は
安
定

供
給
を
前
提
に
食
育
と
併

せ
て
出
来
る
こ
と
か
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

デ
ー
タ
が
膨
大
で
あ
る

こ
と
や
、
著
作
権
等
の
問

題
は
あ
り
ま
す
が
、
比
較

的
容
易
に
公
開
可
能
な
物

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

よ
う
な
写
真
を
抽
出
し
て

公
開
す
る
方
向
で
考
え
て

い
き
ま
す
。

給
食
は
学
校
に
お
け
る

食
育
の
実
践
の
場
で
あ

り
、
給
食
で
長
南
町
の
食

材
を
使
う
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
地

域
の
方
々
に
と
っ
て
も
我

が
町
長
南
に
対
す
る
自
信

や
誇
り
に
つ
な
が
る
一
つ

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
商
品
と
し
て

提
供
す
る
体
制
、
具
体
的

に
は
、
こ
ん
な
食
材
が
必

要
で
す
と
調
理
所
が
ア
ナ

ウ
ン
ス
で
き
る
組
織
が
必

要
で
す
の
で
、
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
場
で
お
話
を
聞

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①�

朝
は
１
時
間
早
く
７
時

30
分
か
ら
運
行
し
て
い

ま
す
。

②�

地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
お
い
て
、
今

年
度
検
討
し
て
行
く
予

定
で
す
。

③�

既
存
の
路
線
バ
ス
に
与

え
る
影
響
も
考
慮
す
る

必
要
も
あ
る
た
め
、
料

金
の
引
き
下
げ
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

④�

広
域
運
行
に
関
し
ま
し

て
は
、
茂
原
市
な
ど
の

目
的
地
の
事
業
者
の
理

解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
非
常
に
難
し
い
状

況
で
す
。

町
　
長

町
　
長

が
弱
い
と
感
じ
る
が
、
過

去
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

値
下
げ
な
ど
を
含
め
た
料

金
体
系
の
見
直
し
は
な
い

の
か
、
④
町
内
だ
け
で
な

く
町
外
を
含
め
た
広
域
運

行
に
で
き
な
い
か
。
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議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は

参
加
し
た
主
な
行
事

【
８
月
】

　
3
日　
千
葉
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
5
日　
一
宮
町
納
涼
花
火
大
会（
松
野
議
長・河
野
副
議
長
）

　
8
日　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会 

臨
時
会

　
　
　
　
（
加
藤
議
員
）

　
18
日　
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会
（
松
野
議
長
）

　
24
日　
九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
理
事
会（
松
野
議
長
）

　
25
日　
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
（
御
園
生
議
員
）

　
28
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
30
日　
長
生
郡
町
村
議
会
議
員
・
事
務
局
職
員
合
同
研
修
会

【
９
月
】

　
5
日　
第
３
回
定
例
会
［
5
日
～
13
日
］

　
　
　
　
各
常
任
委
員
会

　
7
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
11
日　
決
算
特
別
委
員
会

　
26
日　

�

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会 

決
算
審
査

特
別
委
員
会
（
御
園
生
議
員
）

　
28
日　
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会 

臨
時
会

　
　
　
　
（
松
野
議
長
・
御
園
生
議
員
）

【
10
月
】

　
3
日　
長
生
郡
市
議
員
会
第
１
回
地
区
交
流
会

　
9
日　
睦
沢
町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
（
松
野
議
長
）

　
10
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
19
日　

�

３
市
３
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会 

定
期
総
会
・

視
察
研
修
（
松
野
議
長
）［
19
日
・
20
日
］

　
23
日　

�

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会 

全
員

協
議
会
（
加
藤
議
員
）

　
24
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
26
日　
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会 

視
察
研
修（
松
野
議
長
）

　
　
　
　
［
26
日
・
27
日
］

　台風１３号の影響により被災された皆様には、心よりお見舞い申し上げます。
　９月８日、長南町は、台風１３号の影響に伴い「災害対策本部」を設置しました。
　同日、災害対策本部の設置と線状降水帯の発生が予想されたことを受け、議会では、議会災害対策会議
設置要綱及び指針に基づき、「議会災害対策会議」を議会事務局内に設置し、構成議員を招集しました。
議会災害対策会議は、災害時における議会機能を維持するため、議員の安否確認と地域における議員活動
の支援と情報集約を行い、それを災害対策本部に提供し、災害対応・復旧活動に反映させ、情報交換・共
有化を図ってきました。
　合わせて、議員間における情報提供・共有化のための通信網を設けるなどに取り組み、活動してきたと
ころです。
　また、災害状況によっては、対
策本部に要望・提言を行うことや、
国・県・関係機関への要望活動な
どを行うことも対策会議の役割で
すが、取り組むことには、至って
おりません。
　９月１１日、災害対策本部が解
散したことを受け、議会災害対策
会議も解散しましたが、これから
災害復旧活動は、本格化すること
になります。
　議会は、町の災害復旧活動に協
力しながら、早期の復旧に向けた
補正予算審議をはじめとした議会
活動に取り組んでまいります。

台風１３号の影響に伴い、

「議会災害対策会議」を設置しました

▲大雨による河川の様子（国道 409 号線沿いの長南橋付近）



町ホームページに定例議会等の会議録を公開しています。
ホームページアドレス⇨ https://www.town.chonan.chiba.jp/chousei/gikai/　（過去の議会報もご覧いただけます。）

長南町議会広報特別委員会

発行責任者　　松　野　唱　平
委 員 長　　加　藤　喜　男
副委員長　　太　田　久　之
委 員　　森　川　剛　典

同 　　河　野　康二郎
同 　　鈴　木　ゆきこ

関関せ
き
も
と

せ
き
も
と本本　　

采采あ
や
な

あ
や
な奈奈    

さ
ん
さ
ん

渡渡わ
た
な
べ

わ
た
な
べ辺辺　　

千千ち
は
る

ち
は
る陽陽    

さ
ん
さ
ん 若い力

ちょうなんの

心
を
癒
す
町
、
長
南

心
を
癒
す
町
、
長
南

子
供
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
町

子
供
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
町

長
南
町
に
嫁
い
で
か
ら

子
供
が
生
ま
れ
る
ま
で
、

町
内
に
知
合
い
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
子
供
の
お
友

達
を
作
る
た
め
に
子
育
て

サ
ー
ク
ル
や
町
の
子
育
て

支
援
の
イ
ベ
ン
ト
、
保
育

園
の
園
開
放
や
一
時
保
育

な
ど
を
利
用
さ
せ
て
頂

き
、
先
輩
マ
マ
さ
ん
、
町

の
職
員
さ
ん
、
保
育
所
の

先
生
方
の
お
陰
で
、
子
供

に
も
私
に
も
お
友
達
が
で

き
ま
し
た
。

小
学
校
に
入
学
し
て
か

私
は
長
南
町
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。
緑
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
過
ご
す

毎
日
は
、
と
て
も
穏
や
か

で
心
に
癒
し
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
都
市
部
に
住
む

友
人
は
こ
の
安
ら
ぎ
を
求

め
て
、
遊
び
に
来
て
く
れ

ま
す
。

都
会
で
は
感
じ
る
こ
と

の
で
き
な
い
鳥
の
鳴
き
声

や
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
四
季

折
々
の
田
園
風
景
な
ど
、

何
気
な
い
景
色
が
長
南
町

ら
は
、
様
々
な
世
代
の
方

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関

わ
っ
て
下
さ
り
、
通
学
路

で
は
旗
を
持
っ
た
方
が
子

供
達
の
登
下
校
を
毎
日
見

守
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま

す
。そ

ん
な
、
あ
た
た
か
い

人
で
あ
ふ
れ
た
町
を
沢
山

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

そ
こ
で
育
っ
た
優
し
い
子

供
た
ち
が
、
こ
の
先
増
え

て
い
く
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
町
の
い
い
と
こ
ろ
を

も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

同
年
代
の
方
々
は
進
学

や
就
職
を
機
に
町
を
出
て

生
活
す
る
人
も
多
く
不
安

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
私

は
長
南
町
を
愛
す
る
気
持

ち
を
持
ち
続
け
て
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い

き
た
い
で
す
。

新しい議場で議会を
傍聴してみませんか？
めんどうな手続きはありま
せん。１人でも団体でも傍
聴できますので、ぜひお越
しください。

次回の定例議会は、

12月5日㈫から
開会の予定です。

　長南町の防災情報やテレビ等のメディア情報、イベ
ント情報、議会の開催日程などを即時にお届けするこ
とができる、長南町の公式LINEアカウントを開設して
おります！
　右記のQRコードを読み
取っていただき、ぜひ「友だ
ち登録」をお願いします。

暑
い
秋
が
続
い
て
い
ま
す

の
で
鈴
虫
が
元
気
に
生
き
て

い
ま
す
。
オ
ス
は
と
も
か
く

メ
ス
の
方
は
12
月
初
旬
く
ら

い
ま
で
の
長
寿
記
録
更
新
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
鈴
虫
も
９
月
の
大

雨
災
害
に
遭
い
、
10
箱
の
う

ち
、
３
箱
が
浸
水
し
ま
し
た
。

翌
日
に
は
水
抜
き
も
し
て
、

虫
干
し
的
な
日
光
浴
も
さ
せ

ま
し
た
。

晩
秋
の
虫
干
し
で
は
喜
ん

で
い
る
く
ら
い
な
の
に
、
残

暑
の
強
い
陽
射
し
で
は
高
温

多
湿
を
招
い
て
、
ほ
ぼ
全
滅

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
TT
）

地
球
の
温
暖
化
の
結
末
を

見
る
よ
う
で
、
ち
ょ
っ
と
感

傷
的
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
鈴
虫
と
人
間
は

違
い
ま
す
！
自
ら
の
手
で
大

雨
被
害
の
復
旧
を
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。�

（
森
川
剛
典
）

委
員
の
ひ
と
り
ご
と

LINE 通知イメージ

長南町
公式 LINE


